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ふるさとを誇りに思える子どもの育成 

                        小山市立中小学校長 市村 栄美子 

 本校では、地域の資源を大いに活用しながら「ふるさと教育」に

取り組んでいます。ほたるの活動や田んぼの学校等において、恵ま

れた自然環境を活かしながら、教室の中だけでは学ぶことのできな

いことを、体験を通して学ぶことを大切にしています。本校の子ど

もたちは、見渡す限りの豊かな自然があるからこそ、その自然の中

で体験し、学ぶことを楽しく感じることができるのです。   

  小山市で渡良瀬遊水地の利活用についてご指導をいただいてい

る柳生博さんの講演の中で「確かな未来は、なつかしい風景の中に

ある」ということを拝聴して、本校の「ふるさと教育」の方向性を

確かなものとしています。 

 今年度も「ほたる飛び交う中地区を目指す運動の会」の皆様との

共創で「ビオトープからザリガニを除去しよう」の研究や３回にわ

たる「ほたるを観る会」などを実施しました。 

 ６年生の実践発表の中では、「ほたるを育てる活動を通して、『命

の尊さ、環境を破壊することの残酷さ、美しいものを大切にし、美

しいものに感動する人間の温かさ』などを学んだ。そして、このほ

たるの光を見られる喜びをもっと多くの人と分かち合いたい。」と

いう声が聞かれました。そこで実現したのが、「ほたるの夕べ、新

小山市民病院」でした。優しいほたるの光を観ることで、多くの方々

の心が繋がったように感じたひとときでした。 

 地域の豊かな自然と地域の温かいまなざしのお陰で、本校の子ど

もたちは様々な体験を積み重ね、地域のよさを感じることができて

います。今後も、豊富な地域資源を生かして、ふるさと中地区を愛

し、将来、ふるさと中地区に貢献できる子どもたちを育てていきた

いと考えています。 

 

 

   

ほたるの夕べ 

ほたる飛び交う中地区を目指す運動の会              

会長 森田 弘  

今まで中小学校ビオトープだけで「中地区ほたるを観る会」を行

っていましたが、今年初めて他施設で開催しました。 

中地区ほたるを観る会を 6 月 10 日に開催し、入院中の患者さん

を癒すため 6 月 18 日午後 6 時から新小山市民病院にてほたるの夕

べの開催を計画しました。時間の余裕が無いなか、開催準備として

市民病院での開催場所の選定、ほたるが飛び交う入れ物作り、ほた

るがとまる鉢植えの植物選定、ほたるの生態と活動内容のパネルな

ど、ほたるボランティアがあっという間に作成準備をしてくれまし

た。感謝申し上げます。 

中小学校 6 年生のほたるの発表に続き、ほたるの鑑賞会が始まり

ました。入院中の患者さんや見舞いに来られた方々が、沢山詰めか

けてくれました。「アー光った！」「初めて見ました。」「ほたるを観

たのは何十年ぶりかな･･･。」など、多くの感想をいただきました。 

児童そしてほたるの会員も他施設での発表を通して、自分たちのほ

たるの飼育、活動が多くの皆さんを感動させることを、改めて自覚

することができたのではないでしょうか。 

最後に、ほたるの活動を通して、感動を与える喜びを体験したり、

この会の原点である自然の大切さを学んだりすることを地域に広

げていきたいと思います。これからも皆様のご協力お願いいたしま

す。 

 

          楽しかったいねかり 

３年  

 ９月１２日にいねかりをしました。３回目のいねかりでした。

かまを持つのは、こわくありませんでした。でも、先生が「け

がをしないように、気をつけてね。」と言ったので、手を切らな                   

いようにしました。左手に３かぶくらい持って、右手のかまを 

いっきにひきました。上手にか

ることができました。楽しかっ

たです。 

 

～いねかりが  

上手にできて うれしいな～  

 

はじめてのだっこく 

１年  

きょう、たんぼで６ねんせいとだっこくをしました。コンバイン

で、おこめといねがわかれていって、とてもすごかったで                        

す。わたしのせよりおおきかったいねに、さよならをしました。          

おこめに「えのきさいにかえっ

てきてね。」といいたくなりまし

た。またやりたいです。 

 

～つかれたな 

 いっぱいやって よかったな～ 

 

      

      
～刈った稲でハィッ！ポーズ～ 

～ずっしりと重たい稲を脱穀機へ～  

5 月 6 日の田植え。指先でつまんで植えた小さな早苗が、9 月 12 日の稲刈りまで 127 日の月日をかさね、稲穂が実りこうべを垂れま

した。刈り取ったずっしりと重たい稲の一束一束には、小学生の皆さんの田植えやボランティアの方々の田んぼの水の管理・除草・施

肥等と、豊かな水流や日差しを提供した中地区の自然の恵みが詰まっています。 

「えのき祭」では一緒においしい新米をおにぎりにしていただくことが楽しみです。    

中地区かるた… 中小学校関係の「読み札」紹介 

中クラブ …  かっ飛ばせ！！ 夢はでかいぞ中クラブ    中小の榎木…   たくさんの 子供を見守り大榎木 

中小ほたる…  飛べほたる 願いを込めたビオトープ     田んぼの学校…  抜けぬ足 早苗と一緒に尻も植え 

 



＝ 編集後記 ＝ 

今回も無事に「うずまのほたる」第 28号を発行することが
できました。ボランティアさんや児童たちの活動を皆さんに
知っていただくためにがんばっていきます。よろしくお願い
します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   ～真剣にほたる篭編み～     ～ ほたるの折り紙 ～  

    

 

 

 

 

 

 

 

  ～「ほたるクイズ」コーナー～   ～NHK 放映 DVD 巴波川～    ～歌人「田波御白」コーナー～   ～「ホタルン」作者荒川奈津希さんのお話～ 

 

 

 

  

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－うずまのほたる－ 広報班 

 
神山 芳典・神山 宜久・田波 耕太郎・安斎 早苗・荒川 日和  
上野 敏晴・金子 弘隆    

 

 

 

 

 中地区恒例の『ほたるを観る会』は６月 10日から 11日にかけて行われました。ほたるボランティアの皆さんが一週間前から校門

前の通りを明るくする提灯取付けや夜間照明配線・入口の看板設置などの準備をしてくださり、当日はテント設営・テーブルやいす

の設置をしていただきました。 

式典では、小山市歌斉唱の後、森田弘『ほたる飛び交う中地区を目指す運動の会』会長・宇賀正自治会連絡協議会長・市村栄美子

中小学校長の主催者あいさつに引き続き、大久保寿夫小山市長様・板橋一好県議様・大出ハマ市議様からご祝辞をいただきました。 

そのあと 6年生の素晴らしい活動実践の発表がありました。ほたるの会のマスコット『ホタルン』の作者である荒川奈津希さんが、

小学生の頃の当時の思い出を話してくださいました。今年のイベントでは中地区の歌人「田波御白」コーナーが展示されました。 

保護者や祖父母の皆さんが多数お出でになって、各種イベントに参加され大いに賑わいました。 

ほたるをみる会の思い出 
２年  

 わたしが、ほたるをみる会でうれし
かったことは、１ぴきだけだったけど、
ほたるをみることができたことです。
それと、ほたるかごをつくれたからで
す。おもったよりもむずかしかったけ
ど、さいごまでつくれたので、うれし
かったです。らい年は、ほたるがたく
さんみられたらいいです。 
 ～らい年は ほたるをもっと  

みられたらいいな～ 

きれいだったほたるを観る会 
４年  

 １０日に、ほたるを観る会がありました。
式典で、６年生による実せん発表がとてもよ
かったです。イベントでは、友達とクイズや
折紙をやりました。全校生が書いた短歌、五
七五も学年ごとにかざられていました。最後
にビオトープで、ほたるかん賞をしました。
とてもきれいでした。飛んでくれてよかった
です。 
～ほたるたち 飛んでくれて ありがとう～ 
 

人気の夜店は早々に完

売しました。 

今年も各種イベントで賑

わいました。 

           「ほたるを観る会」について     中出張所長 酒寄 広子 

今年４月から中出張所長になり、初めて「ほたるを観る会」に参加させていただきました。感想を一言で申し上げますと、「感動」の連

続でした。まず、この会を支える地域の皆さまの協力に感動しました。教職員、ＰＴＡの方々と一緒に、事前に役員会や総会で話し合い

をしたり、廃品回収や、準備で提灯、看板を取り付けたり、後片付けなどを行うのを見るたびに、温かい気持ちになりました。そして、

中小学校の児童のみなさんによる展示やプレゼンにも感動しました。「ほたる」を通して、子どもたちと先生方、地域の皆さまとが繋がっ

ているのを感じることができました。 

また、暗闇のビオトープで、人工的につくられた電気とはちがう「光っては消え、光っては消え」が繰り返される優しい「天然の蛍の

光」を、私自身初めて観ることができ感動しました。 

この度、１５年も続くこの素晴らしい会の一員になれる機会をいただき、とても光栄です。中地区にほたるが飛び交う日がくることを

願う一人として、今後も応援して行きたいと思います。 
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今
年
は
じ
め
て
、
６
年
生
が
理
科
室
で
育
て
た
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イ
ケ
ボ
タ
ル

が
光
っ
て
い
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と
こ
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を
見
ま
し
た
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飛
ん
で
い
た
り
、
あ
み
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所
に
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た
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と
、
た
く
さ
ん
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っ
て
い
て
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と
て
も
き
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感
動
し
ま
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た
。
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た
し
た
ち
が
ホ
タ
ル
の
飼
育
を 

し
ま
す
。
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さ
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、
光
っ
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し
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と
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ま
す
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で
す
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新
小
山
市
民
病
院
で
の
ほ
た
る
を
観
る
会 

六
年 

柏
崎 

奈
央 

私
た
ち
は
、
新
小
山
市
民
病
院
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
ほ
た
る
を
呼
び
戻
し
た
い
と
い
う
思
い

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ほ
た
る
の
光
り
を
実

際
に
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、
病
院
に
入
院
し
て
い
る
人
た
ち
や
、

そ
の
家
族
、
そ
こ
で
働
く
人
が
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
い
い

な
と
い
う
思
い
も
あ
り 

ま
し
た
。
多
く
の
人
が 

私
た
ち
の
発
表
を
真
剣 

に
聞
い
て
下
さ
り
ミ
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ビ
オ
ト
ー
プ
で
光
る
ほ 

た
る
を
見
て
笑
顔
を
見 

せ
て
く
れ
ま
し
た
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次
の
日
、
校
長
先
生 

か
ら
も
、「
多
く
の
人 

た
ち
が
、
笑
顔
で
帰
っ 

て
い
っ
た
よ
。
ほ
た
る 

の
光
り
に
心
が
温
ま
っ
た
よ
う
だ
よ
。」
と
お
話
し
を
聞
き
ま
し

た
。
私
は
「
よ
か
っ
た
あ
。」
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
先
輩
方
が
、
何
年
も
か
け
て
受
け
継
い
で
き
た
バ
ト
ン
を
、

こ
れ
か
ら
も
つ
な
い
で
い
く
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
試
み
も
大

切
に
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
人
を
ほ
た
る

の
光
で
笑
顔
に
し
た
い
で
す
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～理科室でほたる観る会～ 
～患者さんの前で発表する６年生～ 


